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大和中生のキャッチフレーズ；「笑顔 あいさつ 学び合い」 平成３０年 ７月２０日

走った，跳んだ，引いた，回った，つないだ体育祭

７月８日(日)，「第１２回体育祭」が前日から１日の順延を挟み，いつ落ちてくるとも

しれない不安な曇天の下で開会しました。途中いくらかの雨は降りましたが，８:４５打

ち上げの花火と同時に生徒会長を先頭に入場行進が始まり，各カラー団毎にかけ声を工夫

した，練習した成果が表れた行進を披露しました。

テーマである『獅子奮迅～全身全霊で勝負に挑め～』のとおり，各学年毎にクラス全員

リレーや長縄跳びが全力で行われ，学年種目ではこれまでの種目に一工夫加えた新しい趣

向が凝らされ，見ていても楽しめるものでした。クラス対抗リレーでは，選抜された男女

各４名がそれぞれのバトンをしっかりとつないでいました。

午後の応援合戦では，カラー団毎に「心を一つに」した演

舞が披露され，会場の保護者や地域の方から大きな拍手を送

られていました。短い練習期間ながら，３年生のカラー団リ

ーダーが中心となりまとめ上げてくれました。

「広報たいわ」８月号にその一端が紹介される予定ですの

で，是非ご覧ください。

来賓の方々をはじめ，保護者や地域の方々にも悪天候の中，

たくさんおいでいただき，ご声援くださいましてありがとう

ございました。

１学期終了しました
本日７月２０日(金)，１学期終業式が行われました。連日の暑さの中ではありました

が，生徒は儀式的行事として服装を整え式に臨んでいました。校長先生の式辞の後に各

学年と生徒会の代表生徒が１学期の反省と夏休みを有意義に過ごし２学期に備える抱負

を発表しました。暑さに打ち克ち，有意義な３７日間を過ごして始業式に元気な顔を見

せてほしいと思います。

校訓 「協和・自立」

【校長式辞】

連日３０℃を越える日が続くようになり，本格的に夏を迎えたような気がします。４

月９日にスタートした７１日間の授業日も今日で終え，明日からは３７日間の夏休みと

なります。

今年の１学期も，いろいろな行事がありました。３年生の修学旅行，１・２年生の校

外学習，地区中総体，定期考査，体育祭など,終わってみれば"あっ"という間の７１日

間でした。

その中でも，体育祭は見事であり大成功でした。体育祭を成功させたのは大和中生で

ある皆さんです。時折小雨も降る中の競技の進行でしたが,大会サブテーマの"全身全霊

で勝負に挑め"が皆さんの魂に火をつけ，やる気がみなぎってた体育祭でした。応援合

戦は本当に大和中生の底力を見せてもらいました。３年生の最高学年としての自覚と責

校長先生からのトロフィ



８月(始業式以降)・９月前半の主な行事予定
8/27日(月) 始業式 賞状伝達 (部活動なし) 9/2日(日) 地区民運動会 （部活動なし）

実力テスト(２教科)【弁当】 ４日(火) 地区英語暗唱弁論大会

28日(火) 実力テスト(３教科) ５日(水) 考査前部活動中止期間(～10）

地区駅伝大会壮行式 学級弁論① ６日(木) 校内弁論大会

29日(水) 地区駅伝大会(町総合運動公園) 10･11(月･火) 定期考査②

30日(木) 学級弁論②

前号で掲載した富谷黒川地区水泳競技大会の入賞者等の氏名表記に誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。 《 正 誤 》

任が１・２年生をリードし,観る者全ての人に感動を与えていたように思えます。どの

学年とも貴重な体験やかけがえのない体験になったことと思います。この体験を今後の

生活に生かしてください。

さて，明日から夏休みがはじまります。宮城の中学生の夏休みは県中総体と吹奏楽部

の地区大会にはじまり，駅伝の練習，新人戦に向けた練習，そして３年生は進路実現に

向けた取組など，いろいろな事が目白押しです。今年も暑く・忙しい夏休みになりそう

です。

こんな時ほど，計画的に進めないと，全てが中途半端になってしまいます。しっかり

と計画を立て，意義ある夏休みにしてください。

また，休み中は，自分の時間を作って欲しいと思っています。自分の可能性を広げた

り，考えを深めたりするために，自分と向き合う時間や物事を考える時間も作って欲し

いと思います。

そのきっかけ作りとして，皆さんに「リオの伝説のスピーチ」と言われるものを紹介

します。

このスピーチは，今から２６年前の１９９２年６月にブラジルのリオ・デ・ジャネイ

ロで開催された，国連会議の環境サミットでカナダ出身の１２歳の少女セバァン・スズ

キさんが発表したものです。

今から，７分程度の映像を流します。英語のスピーチですが，字幕があります。目で

追える人は追ってください。

それでは，良く聴いていてください。

《 スピーチ映像 放映 》

よくぞ，１２歳の少女がここまで考え，世界を代表する大人の前で発表できたものだ

と驚きさえ覚えます。

このスピーチに感動させられた子どもたちや大人たちが沢山いたからこそ，「リオの

伝説」と言われるようになったのだと思います。

ところで，このスピーチで，皆さんの心に残った言葉は何かありましたか。そのよう

な言葉を見つけられなくても，心に引っかかるスピーチだと感じることだけでもいいと

思っています。何かを心に引っかけられた人は，人の言葉に刺激を受けようとしている

人だと思うからです。

それから，このような立派な内容でなくても良いのですが，今の私はこれでいいのだ

ろうか，今の友だちとの関係は，災害に遭った人たちの今は，と考える時間を作ってほ

しいと思っています。そして，考えたことをメモの形でいいので，何かにしたためてほ

しいと思っています。それが皆さんの大きな行動の原動力になるかも知れません。

お話が長くなりました。

結びに，この夏休み中は運動や学習に励み，体力や学力，知力を養い，そして，８月

２７日に，心身ともに逞しくなった皆さんと会えることを期待し，一学期終業式の式辞

といたします。


